
【2022年度実績】
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共著 あり 医歯薬出版株式会社、P.109

特定非営利活動法人日本歯科保存
学会学術用語委員会（古澤成博、
齋藤淳、石原裕一、田口洋一郎、
吉田隆　他11名）

2023.3歯内療法学専門用語集　第2版

氏名 吉田　隆 部署 健康開発学科(口腔) 職名 教授

経歴
1990年東京歯科大学助手、2000年東京歯科大学講師、2000年埼玉県立大学短期大学部講師、2005年埼玉県立大学助教
授(後に准教授)、2011年埼玉県立大学教授

所属学会（役職）
日本歯科保存学会(評議員)、日本歯科医学教育学会(代議員)、日本歯科衛生教育学会(評議員)、日本歯周病学会、日本歯
科医療管理学会、東京歯科大学学会

１．研究業績
（１）著作

研究分野 臨床歯科医学（歯科保存学）、歯科衛生教育学、歯科医学教育
学位 歯学士、歯学博士

学歴 1990年東京歯科大学大学院歯学研究科歯科保存学専攻修了

保存修復学専門用語集　第3版 共著 あり 医歯薬出版株式会社、P.137

特定非営利活動法人日本歯科保存
学会学術用語委員会（古澤成博、
齋藤淳、石原裕一、田口洋一郎、
吉田隆　他11名）

2023.3

著作の名称 単・共 ISBN 発行所、全ページ数 著者、編者名 発行等年月

（４）その他
名称 単・共 発表場所等

単・共 学会名、開催都市 発表者（発表者は○印） 発表等年月

論文の名称 単・共 査読 著者、編者名 発表等年月IF対象誌 雑誌名、巻（号）、開始-終了ﾍﾟｰｼﾞ

該当なし
（３）学会発表

学会発表の演題

研究名 研究代表者・研究分担者の別 研究期間
該当なし

該当なし

保存系歯科学Ⅰ 〇 16
保存修復学について教授した。日進月歩の歯科材料に対応すべく、なる
べく最新の保存修復学となるように心がけるとともに、修復学の沿革の
観点から、現在ではほとんど使用されない修復法についても教授した。

保存系歯科学Ⅱ 〇 16
本科目では歯髄や根端性歯周疾患などに関わる病変と処置法などの歯内
療法学について解説した。実際の歯科臨床現場での症例等も混じえなが
ら、学生の理解度を高めるよう工夫して行った。

（２）演習
演習の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

（２）論文

臨床歯科医学総論 〇 8
口腔保健科学の歯科臨床導入科目として、初心者に理解しやすいよう心
掛けた。

発表者（発表者は○印） 発表等年月

歯科衛生士養成教育における臨床実習の課
題

共同
第41回日本歯科医学教育学
会総会および学術大会、新
潟(Web開催)

○吉田　隆、佐古　亮、栁澤　伸彰、杉戸
博記、古澤　成博

2022.7～8

60分間に2回の唾液腺マッサージを行うこ
とで唾液分泌量は増加した－健康な女子大
学生の1事例から－

共同
令和4年度埼玉県歯科医学大
会

〇香取　瑠美、佐藤　玲子、吉田　隆 2023.3

コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

３．教育業績
（１）講義

講義の名称 科目責任者

２．競争的資金等の研究
競争的資金等の名称
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保存系歯科学Ⅲ 〇 16
歯科衛生士の予防処置業務と密接な関連がある歯周療法学を主とする本
科目では、歯科衛生士が歯科臨床の歯周治療とどの様に関わり実践でき
るかに重点をおいて解説した。

（３）実習

実習の名称 科目責任者
学外実習：期間
学内実習：コマ数

概要（教育内容・方法等において工夫した点）

チーム歯科医療学Ⅲ 〇 14

本科目の履修直後から臨地･臨床実習が始まる。実習施設での理解を深め
るため、本科目では「社会保険学」、「病院における連携医療(周術期口
腔機能管理)」、「チーム歯科医療の最新情報」について教授している。
その中で「社会保険学」と学外実習中指導ならびに事後指導の部分を担
当した。

チーム歯科医療学Ⅳ 〇 16
3年次における実習前の学内ガイダンスや実習先での学生指導引率を行っ
た。また登校日には、学内でのカンファレンスを担当した。

チーム歯科医療学Ⅱ 〇 24
臨床実習の前段階として、実際の臨床で行う歯科診療補助に関する実習
を行った。しかしながら限られた時間数のため、数多い診療補助項目の
中から代表的なものに限られた。

臨地･臨床実習Ⅰ 〇 2022.10～2023.4
実際に複数の実習施設に出向き巡回ならびに直接学生指導を行った。さ
らにそれぞれの実習施設において、学生の相談に応じられるように極力
学生と接触する時間を多くとるように配慮した。

臨地･臨床実習Ⅲ 〇 2022.4～2022.11
複数の学外実習施設への巡回を行い、学生の実習状況把握に努めるとと
もに、実習施設指導者との連絡調整を行った。

臨地･臨床実習Ⅱ 〇 2022.4～2022.7
担当する学外実習施設への巡回を行い、学生の実習状況把握に努めると
ともに、実習施設指導者との連絡調整を行った。

（４）論文指導
対象 期間 主指導・副指導の別及び指導人数

ヒューマンケア体験実習 2022.9
今年度本科目は新型コロナウィルスの影響により、学外実習施設での実
習は出来なかった。そのため学内における実習を実施し担当した。

（５）その他
名称 期間 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

該当なし

卒業論文 主指導 1名 副指導 名

該当なし

４．社会貢献活動
（１）講演会、研修会、公開講座等の講師

講演会、研修会、公開講座等の名称 主催 講演、研修、公開講座等のテーマ 開催年月

全国大学歯科衛生士教育協議会 理事 2011.4～現在

日本歯科衛生教育学会 評議員 2022.4～現在

（２）国、自治体、学術団体等における委員等
国、自治体、学術団体等の名称 委員等の名称 任期

全国大学歯科衛生士教育協議会編集委員会
全国大学歯科衛生士教育協議会教育･研究連絡委員会
東京歯科大学水道橋病院歯科臨床研修医管理委員会
特定非営利活動法人日本歯科保存学会

委員長
委員
外部有識者委員
評議員

2021.4～2023.3
2008.4～現在
2006.4～現在
2015.6～現在

特定非営利活動法人日本歯科保存学会学術用語委員会 幹事

該当なし

（４）その他
項目 相手方等 内容 期間

2021.4～現在
一般社団法人日本歯科医学教育学会 代議員 2019.7～現在

該当なし

日本歯科衛生教育学会 利益相反委員会委員 2022.4～現在
（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月
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1 該当なし

該当なし
７．特許の取得

特許名 特許番号 登録年月

学生支援 就職支援活動 2022.4～2023.3
６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

該当なし
８．特記事項

全学的委員会及びセンター業務等 健康開発学科口腔保健科学専攻専攻長 2015.4～現在

学生支援 学生生活の指導 2022.4～2023.3

５．学内運営
項目 内容 期間

全学的委員会及びセンター業務等 口腔保健科学専門科目担当者会会長 2014.4～現在
全学的委員会及びセンター業務等 教務委員会(副委員長) 2019.4～現在
大学広報活動 オープンキャンパス担当(3回) 2022.6～2022.9
大学広報活動 高校教員説明会 2022.6
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